






合同統一研究(文献検索) 

 今日,胎児心拍数図と陣痛曲線の記録を主とする分娩監視ならびに胎児管理の効果に関

しては ,既一般に広く認められているところであるが ,本研究開始の当時

Haverkamp,Kelso,Renou の,3 名の否定的報告があったので,妊娠分娩時胎児管理が文献上

どのように研究されているかを知るため,JOIS 端末を用いて MEDLARS デー夕バンクを検索

したところ,1975-1980年の6年間に出版された諸外国の関連文献は14,516であり,本研究

班で文献調査表を作成して検討したが,整理には 3,960 人目の労作を必要とし,調査内容は

コンピュータファイルに保存した上で,さらに分類と検索を行ったところ,この 6年間だけ

でも後年になるほど文献数は急増し,諸外国でも胎児管理が重視されていることが明らか

であった(図 1)。また,年度毎に内容を分類すると,最近は予後に関する研究が多くなって

いて(図 2),したがって研究は進展を続けており,分娩時胎児管理の必要性は益々高まって

いるといえる。 


